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1. 会⻑  
宮本 享（京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 脳神経外科 教授、 

京都⼤学医学部附属病院 病院⻑） 
 
2. 会 期  

2021 年 2 ⽉ 20 ⽇ (⼟)  
 
3. 会 場  

WEB 開催 
 
4. 研究会テーマ  

サイバニクス医療が拓くメディカル・ケアイノベーション 
 

5. 事務局 
CYBERDYNE 株式会社  
〒305-0818 茨城県つくば市学園南⼆丁⽬ 2 番地１ 
TEL：029-869-8448 、FAX：029-855-3181、E-mail：halsympo@cyberdyne.jp 
 

6. 過去の開催地⼀覧 
回 会場 歴代会⻑ 
第１回 福岡⼤学メディカルホール  井上 亨（福岡⼤学 医学部 脳神経外科 教授） 
第２回 福岡⼤学メディカルホール 井上 亨（福岡⼤学 医学部 脳神経外科 教授） 
第３回 福岡⼤学メディカルホール 井上 亨（福岡⼤学 医学部 脳神経外科 教授） 
第４回 京都国際会館 宮本 享（京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 

脳神経外科 教授） 
第５回 京都⼤学 百周年時計台記念館 宮本 享（京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 

脳神経外科 教授） 
第６回 筑波⼤学 ⼤学会館 ホール 松村 明（筑波⼤学医学医療系 脳神経外科 教授） 

⼭崎 正志（筑波⼤学医学医療系 整形外科 教授） 
第７回 つくば国際会議場 松村 明（筑波⼤学医学医療系 脳神経外科 教授） 
第 8 回 福岡⼤学メディカルホール 井上 亨（福岡⼤学 医学部 脳神経外科 教授） 

   
 
 
 

⼤会概要 



7. 代表世話⼈               
筑波⼤学 サイバニクス研究センター 研究統括／教授 
筑波⼤学 未来社会⼯学開発研究センター（F-MIRAI） センター⻑ 
CYBERDYNE株式会社 代表取締役社⻑／CEO 
  ⼭海 嘉之 
京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 脳神経外科 
京都⼤学医学部附属病院  

教授 
病院⻑ 

 
宮本 享（幹事） 

福岡⼤学 医学部 脳神経外科 
福岡⼤学病院脳神経外科 

教授 
診療部⻑ 

 
井上 亨 

 
8. 世話⼈ 

茨城県⽴医療⼤学 学⻑  松村 明 
筑波⼤学医学医療系 整形外科 教授 ⼭崎 正志 
琉球⼤学医学部 脳神経外科 教授  ⽯内 勝吾 
独⽴⾏政法⼈国⽴病院機構 新潟病院 病院⻑ 中島 孝 
医療法⼈博仁会 福岡リハビリテーション病院 副院⻑・ 

脳神経外科部⻑ 
⼊江 暢幸 

社会医療法⼈春回会 ⻑崎北病院 院⻑  佐藤 聡 
社会医療法⼈医仁会 中村記念病院 理事⻑・院⻑ 中村 博彦 
徳島⼤学⼤学院医⻭薬学研究部  
脳神経外科学分野 

教授 髙⽊ 康志 

  （順不同） 
 
  



2021 年 2 ⽉ 20 ⽇（⼟） 第９回⽇本脳神経 HAL®研究会 

プログラム 
14:00 - 14:10 開会の挨拶  

   京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 脳神経外科 教授・ 
京都⼤学医学部附属病院 病院⻑ 

宮本 享 

    
14:10 - 15:40 特別講演  

   座⻑：福岡⼤学 医学部 脳神経外科 教授 井上 亨 
   演者：京都大学大学院医学研究科 脳神経外科 特定講師  菊池 隆幸 

演題：脳卒中急性期上肢麻痺に対する単関節 HAL の臨床研究結果報告 

 
 

     

   座⻑：京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 脳神経外科 教授・ 
京都⼤学医学部附属病院 病院⻑  宮本 享 

   演者：筑波大学医学医療系 整形外科 教授 山崎 正志 

演題：脊椎・関節疾患に対する HAL を用いた機能再生治療の実際と今後の展望  

     

   座⻑：茨城県⽴医療⼤学 学⻑ 松村 明 
   演者：福岡大学 医学部 脳神経外科 教授 井上 亨 

演題：機能回復へ向けての最後の砦 HAL〜福大病院での 10 年間の軌跡〜 

 
 

     

15:40 - 16:20 トークセッション  
    Future of Medical and Healthcare Innovation through Cybernics 

進⾏： 
 

京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 脳神経外科 教授・ 
京都⼤学医学部附属病院 病院⻑ 

宮本 享 

キーノート/ 
モデレータ： 

筑波⼤学 サイバニクス研究センター 研究統括／教授 
筑波⼤学 未来社会⼯学開発研究センター（F-MIRAI） センター⻑ 
CYBERDYNE 株式会社 代表取締役社⻑／CEO 

⼭海 嘉之 

パネリスト： 
 
 
 
 

筑波⼤学医学医療系 整形外科 教授   
社会医療法⼈雪の聖⺟会 聖マリア病院   

外科統括部⻑／移植外科診療部⻑   
熊本市⽴熊本市⺠病院 脳神経内科科⻑ ⾸席診療部⻑  
京都⼤学医学部附属病院 医療情報企画部 教授  
 

⼭崎 正志 
 

⾕⼝ 雅彦 
橋本 洋⼀郎 

⿊⽥ 知宏 
（順不同） 

16:20 - 16:30 閉会の挨拶  

   京都⼤学⼤学院医学研究科・医学部 脳神経外科 教授・ 
京都⼤学医学部附属病院 病院⻑ 

宮本 享 





⼀般演題：誌上発表
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The effect of Hybrid Assistive Limb® on paraparesis due to spinal 
cord infarction;two cases report!
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本間 理沙、伊藤 恒 1） 阿部 誠也 2） 堀越 ⼀孝 2） ⾓⽥ 賢史 2） 
渡邊 宏樹 2） 福武 滋 1） ⼩渡 貴司 1） ⻲井 徹正 1） 
QRSTUVW() . @AB@CDEFGX . / 01QRSTUVW() . YZ[M . N.O1
QRSTUVW() . @AB@CDEFGX .

 
¶ ÍÎ ¹ µ

= stuvwµ/xxvxyvz{µ>vò t | µ?@A+BCDE }=/> | ~9p<HIJK@L1I . G - {Œñ{uÏ

%Ð UV MÑÒ Ì µ}- {Œñ{uµòÓxŒÓŠ‰uµwsxyu••ósÔµ-.½ ~M j ·15c^G Õ µ
¶(·¹ µ

(·P Qi» H M¼$ Õ Qii " Ö 9o × 9_% Ð UV MÑÒ ÌM Ø F]tu r Qij " Ö 9 , +

B% +( +MG Ù 9ÁHI] -. G Õ =/> | 9p<HIJK@L1 ÚÛ ^_ QiQi Ö 9 Ü×
45 ¬Ý 9 Þ× ^G Õß 45 àáZ JK àâãà]ä 9 å³ P - ˜ . G¥ r)* %+ kc

9_} æqç %ºŠº rèé %hŠhr>êëç %QŠQr « ìí %QŠQr + êîç %hŠhµ}ô Š, ~

]% +( +1 ïÙ <]] ^ 9 r>êëç %] ðñ %M&'1 ïÙ G Õò+ P " ñˆ ŠÉñ̂ )ô Š
, 0•‚ . G Õðñ %M ó $ ô> P ïÙ ™u - ˜ . G Õ£¤/ …†9 0 ˆ i õ MÄK ö«

÷ 1 ïÙ G Õ Ž•ž{ux øùú $• r K û $HI1 Ë ^ rü¬ P ý FH ?rüþ •P ¿• Á

1 2 A^_FG Õ × ÿ r ‡ • ⾼eà ×( µ}Q6jiµ&' Š>~1 ïÙ G Õ } æqç %˜™%¢r
^ r %線P M > ⼩l ë à 壊死Y ¢ 線P 1 ïÙ <]] ^ 9 Ð UV MÑÒ ÜM 部R⽋損1 ïÙ

G®]˜™ -.½ ] 診断^G ÕÞ× l9 =/> | 9p<HIJK@L1 hÊI F r JK@L«

¬• jiò HIMHI ˜=à HI 率r QRSHI ¯° MHI ¯°à W観i JK •= 1 記録^
G Õ jiò HIMHI ˜= P iïQhµòŠx{Œ̃™ iïQ$µòŠx{Œ9 r HI 率P iï "" µxy{•xŠx{Œ̃™ iï6Qµ

xy{•xŠx{Œ9 r QRSHI ¯° P hjïiµò ˜™ hhïºµò 9 r Ðu ぞu±²^G Õ8 G r W観i J

K •= µ) - •uˆ指® 0 ^ jð ) ? ³F0˜™ jj ) 楽•‚<09±²^ r =/> | 9p<HIJ
K@Ll9 ïÙ ™u_FG£ § «ˆ¥ 消失^G Õ N害事€ P ïÙ ™u - ˜ . G Õ退× ¬ ^

QÊ Š’ MペÌU• =/> | 9p<JK@L1 継N ^_:q r HI d Å1 P› •<®]¥• ?

_F< Õ µµ
¶ EF ¹ µ

=/> | 9P45Ä 塑$1 ÅÊ •<JKE M ü ラ| »c O ! ¥ ËÌ tu_F< Õ §(·9:

F_ ^ =/> | 9p . _ ²Á- HIKwýCÌÜ1 ]¹»c •<®]9p . _45Ä 塑$¥
Å tu r HI d ÅM±² àP›‚ HIƒM 姿勢M±²9³ - ¥ . GÄÅ$¥‚< Õ引?N

?r -.½ 9••< =/> | 9p<HIJK@LM 6 ö i- NO$ à 安m $ 1r´•<äì•

‚< Õ µ



誌上発表! "#$ 医療⽤下肢タイプ!

( ! �„	��~� 	Z	[�™�w�æ�Ð	±	Ý�t�0�`�|�é�Ø�¿�Ä�µ�”�À �)�"�- �›�;

�M�h�æ�Ë�Ï�æ�Â�”�³�ã�ï�U�®�L�$�p�K�l�h	±�« ��

��
Cases in which rehabilitation using the robot suit HAL was 
effective for ataxia after removal of the head tumor!

��
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⼤⼋⽊ 聡、佐々⽊ 禎治１）、伊庭 ⼤輝 2）、中村 哲治 2） 
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A case of myotonic dystrophy patient with disuse syndrome who 
improved walking ability using robot suit HAL®!
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A Case of the distal myopathy with the obesity that showed 
improvement of the walking ability by gait training using hybrid 
assistive limbs(HAL)!
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北海道⼤野記念病院  
 

【⽬的】 
HAL （Hybrid Assistive Limb、以下 HAL）医療⽤単関節タイプが医療機器認証され、7
⽉31⽇に得られた。当院ではHAL医療⽤単関節タイプ（膝関節）の使⽤頻度が少なく、
⾜関節背屈を補助する機器としてのウォークエイドの頻度（⽉平均10件程度）が多い。そ
こでHAL医療⽤単関節タイプ（膝関節）の効果を再認識し、膝関節の随意的な伸展屈曲動
作の再学習の有⽤性を明らかにする。今回は⽇本語論⽂HALの介⼊効果を検討するため
に、HALを⽤いた介⼊効果に関する研究について⽇本語でのシステマティックレビュー
（systematic review、以下 SR）の作成を⽬的とした。 
【⽅法】  
対象は健常者を除外した病態を有する患者で医療⽤単関節タイプ（膝関節）の介⼊効果と
した。また、介⼊はHALを⽤いた理学療法とし、評価尺度は機能障害とした。研究デザイ
ンは無作為化⽐較試験（randomized controlled trial、以下RCT）および⽐較臨床試験
（controlled clinical trial、以下CCT）とした。対象⾔語は⽇本語とし、査読制度のある学
術雑誌の原著論⽂を対象とした。 
データベースは医中誌Webを⽤いた。検索式は「ロボット and HAL」とした。検索期間
は、2016年〜2020年の5年間とした。 
【結果】 
4つの論⽂が同定された。予め設定した研究選択の適格基準に合致した論⽂はなかった。
⼀⽅、HALを⽤いた理学療法のうち医療⽤単関節タイプ（膝関節）と併⽤した歩⾏神経筋
電気刺激装置またはロボットスーツ（HAL医療⽤下肢タイプ等）の介⼊は2編であった。
主な評価指標は歩⾏速度、筋⼒（徒⼿筋⼒テスト、ハンドヘルドダイナモメーター）バラ
ンス、⽇常⽣活動作能⼒であった。研究デザインは症例報告またはCCTであり、RCTの
論⽂はなかった。 
【考察】 
今回のSRでは、条件に合う報告はなく、今後の報告に注⽬していく必要がある。研究デザ
インの構築、運動量増加機器加算として歩⾏時の膝関節屈伸動作を補助する介⼊の有⽤性
や結果を実証していく必要があると考えられる。 
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The usefulness of the hybrid assistive limb 2S lumbar type for the 
boy with the quadriplegia due to the cervical cord bleeding!
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